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◎ 目標値を上回った○ 現状値を上回った△ 現状値を下回った

平成29年度　地方創生関連交付金事業の実施状況

実施事業一覧

KPIの達成状況【凡例】
地方創生魅力創造スポーツタウン充実事業箱根外輪山魅力発信計画富士山とともに花木や紅葉を楽しめる観光推進事業（富士岡地区まちづくり事業）富士山とともに花木や紅葉を楽しめる観光推進事業（全国椿サミット御殿場大会事業）



事業名

基準値 目標値 現状値 達成状況 備考1,411万人 1,500万人 14,209,474人 ○96万人 101万人 959,980人 △
効果があった今後の方針 事業の継続・富士登山駅伝や富士山グルメライド等、既存事業の充実が図られた。また、アンケート調査などにより参加者ニーズの情報収集ができた。・利用者目線のワンストップ窓口としてスポーツ交流情報をまとめたWEBサイトを構築した。・既存事業の満足度を上げるだけでなく御殿場の環境を活かした新たなスポーツ交流イベントの創出を図り、新しい交流を作り出すことと、宿泊につながる誘致を進めたい

KPI観光交流客数市内宿泊客数
事業効果

地方創生交付金関連事業の実施状況地方創生魅力創造スポーツタウン充実事業
事業内容 新たなスポーツ大会を創造するとともに、既存事業の充実を図る。また、合宿等の観光客の誘客を図るため、ワンストップサービスを設置する。さらには、対象事業を調査・検証して、事業のブラッシュアップを図る。
交付額(千円) 7,650 実績額(円) 7,650,000



事業名

基準値 目標値 現状値 達成状況 備考1650万人 1760万人 - -62ha 80ha - -8400人 9400人 - -256人 282人 - -林業の振興と森林整備の促進

事業内容

・市道0117号線において事業開始年度であり、予定した用地買収箇所が完了した。・引き続き残りの用地買収を進めるとともに、工事に着手することで事業の進捗を図る。・道路整備事業の性質上、道路開通することで効果が発現することから、事業を継続して早　期完成を目指す。※道路事業の性質上、開通までその事業効果を検証することは困難です。また、平成29年度　は用地買収段階であり工事着手前でもあることから、KPI及び事業効果は現時点で未入力　とします。

-今後の方針 事業の継続

交付額(千円) 52,500 実績額(円) 52,500,000
観光産業の雇用創出林業の雇用創出事業効果

地方創生交付金関連事業の実施状況箱根外輪山魅力発信計画
　市道0117号線は御殿場市神山地区と裾野市深良地区を結ぶ道路で、開通することで三島市から裾野市及び御殿場市を通り小山町に至る広域道路が完成する。　箱根外輪山の麓を通る道路であるため、森林整備や林業振興に寄与するだけでなく、市内の観光地へのアクセスの向上、裾野市深良地区の慢性的な渋滞の解消が期待される。
KPI観光交流客の活性化



事業名

基準値 目標値 現状値 達成状況 備考1,411万人 1,480万人 14,209,474人 ○95万人 99万人 959,980人 △15,470人 19,000人 41,800人 ◎327万3,530円 336万3,530円 327万3,530円 -効果があった今後の方針 事業の継続富士岡地区全体における『富士岡地区地方創生まちづくり』への認知度が徐々に高まり、新たな事業主体となり得る団体から事業提案が挙がったり、地区での機運の盛り上がりを反映し、まちづくり関連団体が結成される等、地方創生事業が地域に浸透してきたと言える。事業の成果として、民間事業者（JR東海）が主催するウォーキングイベントの地区内開催の固定化が進み、参加者数が昨年度を大幅に超えた他、地区内の観光交流施設（農の駅、沼田ブルーベリー狩り園）への観光客増加の促進、ごてんば農家民宿村の開業等が挙げられる。また、樹種転換事業やウォーキングコースの整備事業についても順調に進捗しており、将来的な観光客の大幅増加が見込まれる。各種の取組みの課題として、効果の低い事業の見直し・改善が挙げられる。これについては、PDCAサイクルと連動させることによって、大胆な事業の見直しや一時凍結等を行うことを検討、早急な課題点の解消策を打ち出し、地方創生事業の取り組みを進展させていくことが必要不可欠であると考える。

KPI観光交流客数宿泊者数外国人宿泊者数一人当たり市町民所得（千円）事業効果

地方創生交付金関連事業の実施状況富士山とともに花木や紅葉を楽しめる観光推進事業（富士岡地区まちづくり事業）
事業内容 地域住民の代表者により組織された『富士岡地区まちづくり推進協議会』の承認の下、各種団体が事業の主体となって、針葉樹（スギ・ヒノキ）を広葉樹（イチョウ・アーモンド）への転換を図る樹種転換事業や、ハイキング道整備事業等の事業を行うことにより、富士岡地区の森林整備を促進した。また、民間事業者と連携した観光イベントの開催や、農家民宿開業の支援等を行うことにより、観光客の誘客に繋がる魅力的な観光コンテンツの開発に努めた。
交付額(千円) 5,000 実績額(円) 4,631,886



事業名

基準値 目標値 現状値 達成状況 備考1,411万人 1,480万人 14,209,474人 ○95万人 99万人 959,980人 △15,470人 19,000人 41,800人 ◎327万3,530円 336万3,530円 327万3,530円効果があった今後の方針 事業の継続・引き続き、秩父宮記念公園椿園の案内表示、周辺の舗装等の整備を行う。・実行委員会を組織し大会の準備を進めるとともに、イベント等で大会ＰＲを実施する。

KPI観光交流客数宿泊者数外国人宿泊者数一人当たり市町民所得事業効果

地方創生交付金関連事業の実施状況富士山とともに花木や紅葉を楽しめる観光推進事業（全国椿サミット御殿場大会事業）
事業内容 ・２０１９年４月開催に向けた準備・集客力アップと魅力の創出に向けた秩父宮記念公園椿園の再整備・観光客数アップに向け、上五島町大会に参加し、市のＰＲ，御殿場大会の周知を行う。
交付額(千円) 4,250 実績額(円) 3,405,709


